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ギリシャの債務問題はどうすれば解決できるのか？
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といった様々な問題を抱え、存続を危ぶむ声も聞かれます。これら一連の危機の発端になったのが、２００９年に始まったギリシャの債務問題です。ＥＵ諸国の努力にも関わらず、問題はいまだ解決して ません。ここでは、ギリシャの債務問題の概要 その解決策 ついて紹介したいと思います。　
２００９年の政権交代をきっかけにギリシャ













































































































































































































































































































































































































図 1 ギリシャ経済の状況 
（出所）Eurostat Database より筆者作成。 
図２　債務ラッファーカーブ
（出所）Krugman （1989）をもとに、筆者作成。
Krugman, Paul, 1989, Market-based debt-reduction 
schemes, in Jacob Frenkel, Michael Dooley, and Peter 
Wickham, eds.: Analytical Issues in Debt






図 2 債務ラッファーカーブ 
（出所）Krugman （1989）をもとに、筆者作成。 
Krugman, Paul, 1989, Market-based debt-reduction schemes, in Jacob 
Frenkel, Michael Dooley, nd Peter Wickham, eds.: Analytical Issues in Debt 
(Int rnational Monetary Fund, Washington, DC).   
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さ
れ
る
こ
と
で、
よ
う
や
く
債
務
危
機
は
終
息
に
向
かったのです。１９８０年代の債務危機から得られる教訓は、深刻な債務問題の解決には、返済猶予だけでは不十分であり、債務免除が必要であるということです。　
ギリシャの債務問題を解決するためには、Ｅ
Ｕ諸国によ 債務免除 いう思い切った措置に踏み込む必要があるのではないでしょうか。もちろん安易な債務免除には注意しなければなません。
債務国であるギリシャが
﹁返せなくなっ
たら、また債務免除をしてもらえばよ ﹂と考えて、返済努力を怠るようにな 可能性があるか
ら
で
す︵
﹁
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
の
問
題
﹂︶。
モ
ラ
ル
ハザードの問題を防ぐためには、ＥＵ諸国がギリシャ政府をしっかり監督する体制を整備することが重要です。
